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第
二
十
六
回 

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 

十
月
十
六
日
（
土
）
本
学
講
堂
で
「
子
ど

も
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
パ
イ
プ
で
ド
・
レ
・
ミ
！
〜
」
（
子
ど
も

の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第
二
十
六

回
）
を
開
催
し
ま
し
た
（
午
後
二
時
〜
、
来

場
者
数
二
百
二
十
六
名
）
。
今
回
は
日
本
を

代
表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
・
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

井
上
圭
子
さ
ん
（
本
学
音
楽
学
部
非
常
勤
講

師
）
を
ソ
リ

ス

ト

に

お

招
き
し
て
、

パ
イ
プ
・
オ

ル

ガ

ン

の

魅

力

を

映

像
と
お
話
と
す
ぐ
れ
た
演
奏
で
た
っ
ぷ
り

と
味
わ
っ
て
頂
く
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。 

 

幕
開
け
は
ム
ー
レ
《
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

と
合
奏
用
組
曲
》
よ
り
第
一
番
〈
ロ
ン
ド
〉。

客
席
後
方
の
大
オ
ル
ガ
ン
が
華
や
か
に
鳴

り
響
い
て
、
お
客
様
の
目
を
二
階
の
大
オ
ル

ガ
ン
へ
と
惹
き
付
け
ま
す
。 

 

マ
イ
ク
を
持
っ
て
ソ
リ
ス
ト
が
二
階
バ

ル
コ
ニ
ー
か
ら
挨
拶
し
、
今
日
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
主
旨
を
お
話
し
し
た
後
、
マ
ク
ダ
ウ
ェ

ル
〈
野
ば
ら
に
寄
す
〉
と
バ
ル
ト
ー
ク
〈
ル

ー
マ
ニ
ア
民
族
舞
曲
〉
を
続
け
て
演
奏
。
静

か
な
優
し
い
音
色
の
曲
と
、
多
彩
で
個
性
的

な
音
色
の
曲
と
の
聴
き
比
べ
で
す
。 

 

続
い
て
、
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
最
も
重
要

な
作
曲
家
と
し
て
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
（
一
六

八
五
～
一
七
五
〇
）
を
紹
介
。
バ
ッ
ハ
ゆ
か

り
の
町
や
教
会
、
オ
ル
ガ
ン
の
映
像
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
話
を
進
め
ま
す
。
そ

の
上
で
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
曲
〈
主
よ
、
人

の
望
み
の
喜
び
よ 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
一
四
七
〉
と

〈
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ 

ト
長
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ

五
五
〇
〉
の
二
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
、
ソ
リ
ス
ト
が
二
階
の
大
オ
ル
ガ

ン
か
ら
一
階
前
方
の
舞
台
に
下
り
て
く
る

間
を
利
用
し
て
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
早
野
紗
矢
香

さ
ん
（
神
戸
女
学

院
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
）
が
オ
ル
ガ
ン

の
歴
史
や
構
造

に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
。 

二
千
三
百
年

も
の
歴
史
を
持

つ
オ
ル
ガ
ン
は
、

水
力
オ
ル
ガ
ン

か
ら
始
ま
り
、

昔
は
人
力
、
今

は
電
力
で
パ
イ

プ
に
風
を
通
し

て
音
を
鳴
ら
し

て
い
ま
す
。
そ

の
基
本
構
造
を
模
型
で
説
明
。
パ
イ
プ
、
風

を
送
る
ふ
い
ご
、

風
を
パ
イ
プ
に

送
る
弁
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る

鍵
盤
、
こ
の
三
つ

が
あ
っ
て
初
め

て
オ
ル
ガ
ン
か

ら
音
が
出
ま
す
。

続
い
て
、
舞
台
上

の
小
オ
ル
ガ
ン
（
ポ
ジ
テ
ィ
フ
・
オ
ル
ガ
ン
）

を
使
っ
て
ス
ト
ッ
プ
（
パ
イ
プ
に
風
が
送
り

込
ま
れ
る
の
を
止
め
る
装
置
）
の
働
き
と
そ

の
効
果
（
複
数
の
音
色
を
重
ね
合
わ
せ
る
）

を
確
認
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ソ
リ
ス
ト
が

舞
台
右
横
に
あ
る
中
オ
ル
ガ
ン
で
Ｊ
・
Ｓ
・

バ
ッ
ハ
〈
フ
ー
ガ 

ト
短
調
〉
を
演
奏
し
ま

し
た
。 
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次
は
、
世
界
の
オ
ル
ガ
ン
の
紹
介
で
す
。

井
上
圭
子
さ
ん

は
世
界
各
地
の

パ
イ
プ
・
オ
ル

ガ
ン
を
演
奏
し

て
き
た
キ
ャ
リ

ア
の
持
ち
主
で
、

そ
れ
ら
の
オ
ル

ガ
ン
の
す
て
き

な
写
真
を
た
く

さ
ん
お
持
ち
で

す
。
現
存
世
界
最
古
の
オ
ル
ガ
ン
（
ス
イ
ス
、

シ
オ
ン
の
教
会
に
あ
る
別
名
「
ツ
バ
メ
の
巣

オ
ル
ガ
ン
」
）
や
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

が
弾
い
た
オ
ル
ガ
ン
、
百
一
ス
ト
ッ
プ
を
備

え
た
巨
大
な
オ
ル
ガ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ

の
聖
ユ
ス
タ
ッ
シ
ュ
教
会
）
、
水
平
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
つ
い
た
ス
ペ
イ
ン
の
特
徴
的
な

オ
ル
ガ
ン
（
グ
ラ
ナ
ダ
の
教
会
）
な
ど
、
楽

器
ご
と
に
装
置
や
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
り
、
美

術
品
の
よ
う
な
美
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
も

の
ば
か
り
で
す
。
一
個
一
個
、
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
で
作
ら
れ
る
パ

イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
は
、

言
葉
や
文
化
、
風
土
に

違
い
が
あ
る
よ
う
に
、

国
に
よ
っ
て
性
格
が

違
う
と
い
う
お
話
が

よ
く
納
得
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
参
加
コ
ー
ナ

ー
。
オ
ル
ガ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
本
物
の
パ

イ
プ
を
舞
台
で
吹
い
て
も
ら
い
ま
す
。
曲
は

Ｒ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
《
サ
ウ
ン
ド･

オ
ブ･

ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
》
よ
り
〈
ド
レ
ミ
の
歌
〉
。
ド
か

ら
上
の
レ
ま
で
一
人
一
本
ず
つ
パ
イ
プ
を

持
っ
て
、
井
上
圭
子
さ
ん
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
音
を
鳴
ら
し
ま
す
。「
ド
・
ミ
・
ミ
、
ミ
・

ソ
・
ソ
、
レ
・
フ
ァ
・
フ
ァ
、
ラ
・
シ
・
シ
・
・
・
」。

音
楽
と
ス
タ
ッ
フ

の
指
示
に
合
わ
せ

て
、
ま
ず
は
練
習
、

そ
し
て
本
番
！
皆
、

一
生
懸
命
に
吹
い

て
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
希
望
者

三
名
に
舞
台
右
横

の
中
オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

そ
の
間
に
ソ
リ

ス
ト
は
再
び
二
階

の
大
オ
ル
ガ
ン
に
戻
っ
て
、《
サ
ウ
ン
ド･

オ

ブ･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
》
よ
り
〈
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
～
私
の
お
気
に
入
り
～
全
て
の
山
に

登
れ
〉
を
メ
ド
レ
ー
で
、
Ｌ
・
ハ
ー
ラ
イ
ン

『
ピ
ノ
キ
オ
』
よ
り
〈
星
に
願
い
を
〉
（
青

木
望
編
曲
）
を
演
奏
。
最
後
は
、
ヴ
ィ
エ
ル

ヌ
《
幻
想
的
小
品
集
》
よ
り
〈
太
陽
へ
の
賛

歌
〉
で
華
や
か
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
締
め
括
り

ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
の
楽
器
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
舞
台
横
の
中
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く

コ
ー
ナ
ー
に
加
え
て
、
二
階
の
大
オ
ル
ガ
ン

の
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
。
ど
ち
ら
も
長
蛇
の

列
が
で
き
る
人
気
で
し
た
。 

お
客
様
か
ら
は
「
子
ど
も
が
『
弾
い
て
る

人
が
す
ご
い
！
』
と
何
度
も
言
っ
て
い
ま
し

た
」「
中
々
聞
く
機
会
が
な
い
楽
器
な
の
で
、

と
て
も
よ
い
企
画
」
「
仕
組
み
も
よ
く
分
か

り
、
親
子
共
に

楽

し

め

た

」

「
オ
ル
ガ
ン

が
弾
け
る
企

画
が
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た

声
を
頂
き
ま

し
た
。 

(

寺
澤
彩
・
記
） 

   

第
二
十
七
回 ク

リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

十
二
月
十
二
日
（
土
）
本
学
講
堂
に
て
「
子

ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

～
音
楽
に
の
っ
て
世
界
を
め
ぐ
ろ
う
！
～
」

（
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー

ズ
第
二
十
七
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
（
第
一

部
・
十
一
時
～
、
第
二
部
・
十
六
時
～
、
来

場
者
数
、
計
八
百
十
二
名
）。「
音
楽
に
よ
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
既
修
生
五
名
と
賛
助
出
演

一
名
が
出
演
し
ま
し
た
（
ピ
ア
ノ
・
井
上
智

恵
子
、
友
田
麻
依
加
、
小
原
友
、
声
楽
・
金

岡
伶
奈
、
声
楽
・
オ
ル
ガ
ン
・
先
間
恵
子
、

フ
ル
ー
ト
・
中
村
亜
彌
子
）。 

ま
ず
は
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
ま
ま
で
、

Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
〈
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー

ガ 

イ
短
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
五
五
九
〉
の
オ
ル
ガ

ン
独
奏
で
開
演
。
客
席
が
静
ま
り
、
も
う
一

曲
オ
ル
ガ
ン
独
奏
で
作
曲
者
不
詳
〈
甘
き
喜

び
の
う
ち
に
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

続
い
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
が

世
界
で
一
番
素
敵
な
お
誕
生
日
と
い
う
お

話
と
、
特
別
な
日
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
音
楽

に
の
っ
て
世
界
の
国
々
を
巡
ろ
う
と
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
伝
え
ま
し
た
。 

カ
ー
テ
ン
を
開
い
て
、
Ｇ
・
フ
ォ
ー
レ
《
レ

ク
イ
エ
ム
》
よ
り

〈
ピ
エ
・
イ
エ
ズ
〉

を
独
唱
。
澄
ん
だ
声
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に
子
ど
も
た
ち
も
耳
を
澄
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

そ
こ
か
ら
旅
に
出
発
で
す
！ 

 

ま
ず
太
陽
の
国
イ
タ
リ
ア
へ
。
ア
ル
デ
ィ

ー
テ
ィ
〈
口
づ
け
〉
を
ソ
プ
ラ
ノ
の
コ
ロ
ラ

ト
ゥ
ー
ラ
で
華
や

か
に
歌
っ
て
、
次

は
フ
ラ
ン
ス
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲

家
Ａ
・
ア
ダ
ン
が

書
い
た
ク
リ
ス
マ

ス
の
歌
〈
オ
ー
・

ホ
ー
リ
ー
・
ナ
イ

ト
〉
を
お
馴
染
み

の
歌
詞
で
歌
い
ま
す
。 

次
に
南
ア
メ
リ
カ
の
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

へ
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
夏
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
情
熱
な
踊
り
で
あ
る
タ

ン
ゴ
か
ら
、
Ａ
・
ピ
ア
ソ
ラ
〈
リ
ベ
ル
タ
ン

ゴ
〉
を
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ニ
カ
と
ピ
ア
ノ
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
。
舞
台
の
照
明
も
色

が
赤
や
青
に
く
る
く
る
と
変
わ
っ
て
盛
り

上
げ
ま
す
。 

続
い
て
北
米
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
。
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
音
楽
か
ら
ジ
ミ
ー
・
ド
ッ
ド

〈
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
〉
を
ピ
ア
ノ

連
弾
で
ジ
ャ
ズ
風
に
演
奏
。
い
つ
も
聴
い
て

い
る
リ
ズ
ム
と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。 

こ
こ
で
、
趣
向
を
か
え
て
イ
ン
ト
ロ
ク
イ

ズ
で
す
。
テ
ー
マ
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
。
小

さ
い
子
ど
も
た
ち
の
多
い
午
前
の
公
演
で

は
、
曲
の
出
だ
し
の
部
分
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏

し
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
が
何
の
曲
か
当
て

る
ク
イ
ズ
と
し
ま
し
た
。
午
後
の
公
演
（
小

学
生
以
上
が
対
象
）
で
は
、
曲
頭
の
リ
ズ
ム

だ
け
を
手
拍
子
で
打
っ
て
聞
い
て
も
ら
い
、

曲
を
当
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
子

ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
手
を
あ
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
で

出
題
し
た
曲
を
そ
の

ま
ま
メ
ド
レ
ー
に
し

て
〈
ジ
ン
グ
ル
・
ベ

ル
〉〈
赤
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
〉〈
サ
ン
タ
が
町
に

や
っ
て
く
る
〉〈
き
よ

し
こ
の
夜
〉
を
会
場

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
次
は
ロ
シ
ア
へ
飛
び
ま
す
。
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
《
く
る
み
割
り
人
形
》
よ
り

〈
金
平
糖
の
精
の
踊
り
〉
を
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ

レ
ス
タ
で
、〈
葦
笛
の
踊
り
〉〈
中
国
の
踊
り
〉

〈
ロ
シ
ア
の
踊
り
（
ト
レ
パ
ッ
ク
）
〉
を
ピ

ア
ノ
連
弾
と
フ
ル
ー
ト
で
演
奏
。
最
後
の
曲

で
サ
ン
タ
が
登
場
し
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
「
サ
ン
タ
さ
ん
だ
！
」
と
声
が
上
が
り
ま

す
。 

 

世
界
の
旅
も

終
り
に
近
づ
き
、

サ
ン
タ
さ
ん
と

一
緒
に
日
本
に

帰
り
ま
す
。
日

本
の
美
し
い
四

季
折
々
の
情
景

に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
北
原

白
秋
／
山
田
耕

筰
〈
か
ら
た
ち
の
花
〉
を
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で

演
奏
。
会
場
内
は
ふ
ん
わ
り
と
し
た
優
し
い

空
気
に
な
り
ま
す
。 

最
後
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

歌
を
、
舞
台
に
カ
ラ
フ
ル
な
包
み
を
並
べ
な

が
ら
歌
い
ま
し
た
。
曲
は
イ
ギ
リ
ス
民
謡
の

〈
ク
リ
ス
マ
ス
の
十
二
日
〉
で
、
歌
詞
を
今

時
の
も
の
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
の
で
、
子
ど
も

た
ち
も
興
味
津
々
。
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

足
り
な
く
な
り
、
慌
て
た
サ
ン
タ
さ
ん
。
こ

こ
で
小
林
亜
星
〈
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
〉
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
最
後
に
出
演
者
の
紹
介
を
し
て

閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。 

 

終
演
後
は
、
楽
器

体
験
コ
ー
ナ
ー
で

す
！
今
回
は
、
ピ
ア

ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
オ

ル
ガ
ン
、
ト
ー
ン
チ

ャ
イ
ム
に
ふ
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ

ー
ト
中
に
演
奏
さ
れ
た
楽
器
を
実
際
に
体

験
し
た
皆
さ
ん
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。 

 

前
日
の
ゲ
ネ
プ
ロ
に
出
演
者
が
揃
わ
な

か
っ
た
等
で
課
題
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

「
音
楽
に
の
っ
て
世
界
を
巡
る
」
と
い
う
企

画
は
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
い
う
声
を
会
場
で

直
接
聞
い
た
り
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
子
ど
も
も
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
ま

し
た
」
と
い
っ

た
言
葉
を
頂
い

た
り
す
る
と
、

多
く
の
方
と
感

動
や
嬉
し
さ
を

共
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
音
楽

の
力
を
、
よ
り

一
層
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
体
験

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
う
こ
と
の
意
義
や
魅
力
を
改
め
て

強
く
感
じ
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
。 

（
井
上
真
理
子
・
記
） 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

    

神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院 

 

八
月
二
十
七
日(
木)
、
神
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
（
神
戸
市
中
央
区
港

島
中
町
四
の
六
）
の
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

私
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
実
習
を
行
い
ま
し
た
（
声
楽
・
藤
野
直
、

樋
岡
絵
里
那
、
井
本
綾
華
、
石
津
寛
乃
、
フ

ル
ー
ト
・
木
村
由
香
、
ピ
ア
ノ
・
小
幡
文
香
、

岡
崎
典
子
、
須
山
由
梨
）。 

 

こ
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
入
院
患
者
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど

様
々
な
方
が
来
場
さ
れ
、
中
に
は
音
楽
に
詳

し
い
方
も
あ
る
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
前
半
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
体
操
コ
ー
ナ
ー
を
挟
ん

で
、
後
半
は
一
緒
に
歌
う
と
い
う
構
成
を
考

え
ま
し
た
。 

ま
ず
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
《
く
る
み
割

り
人
形
》
よ
り
〈
葦
笛
の
踊
り
〉
（
フ
ル
ー

ト
）
で
始
ま
り
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
〈
月
の
光
〉

（
ピ
ア
ノ
）
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
《
ジ
ャ

ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
》
よ
り
〈
私
の
お
父
さ
ん
〉

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
〈
カ
ン
タ
ー

ビ
レ
〉（
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
）
を
演
奏
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
音
色
の
違
い
を
感
じ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ル
ー
ト
・
声

楽
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
〈
歌
の
翼
に
〉
を
演

奏
し
ま
し
た
。 

次
の
体
操
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
に
続
い
て
、
久

石
譲
〈
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
〉
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か

す
リ
ズ
ム
遊
び

を
し
ま
し
た
。 

後
半
は
、
全
員
で
永
六
輔
／
中
村
八
大

〈
上
を
向
い
て
歩
こ
う
〉
を
、
そ
し
て
二
重

唱
に
よ
る
高
野
辰
之
／
岡
野
貞
一
〈
紅
葉
〉

を
演
奏
し
、
最
後
に
再
び
全
員
で
北
原
白
秋

／
山
田
耕
筰
〈
こ
の
道
〉
を
歌
っ
て
コ
ン
サ

ー
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

初
め
て
の
実
習
だ
っ
た
の
で
、
リ
ハ
ー
サ

ル
の
時
間
が
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
り
、

本
番
で
思
う
よ
う
に
力
を
発
揮
で
き
な
か

っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
演

後
に
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」

「
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
」
と
声
を
掛
け
て
頂
き
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
の
意
義
や
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
須
山
由
梨
・
記
） 

 

社
団
法
人
佳
生
会 

野
木
病
院 

  

八
月
二
十
九
日(

土)

、
野
木
病
院(

明
石

市
住
吉
町
長
坂)

で
オ
ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。(

声
楽
・
藤
野
直
、
樋

岡
絵
里
那
、
井
本
綾
華
、
石
津
寛
乃
、
フ
ル

ー
ト
・
木
村
友
香
、
ピ
ア
ノ
・
小
幡
文
香
、

岡
崎
典
子
、
須
山
由
梨)

。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
季
節
を
感
じ
て
頂
け
る

曲
を
入
れ
な
が
ら
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

《
く
る
み
割
り
人
形
》
よ
り
〈
葦
笛
の
踊
り
〉

（
フ
ル
ー
ト
）、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
〈
月
の
光
〉

（
ピ
ア
ノ
）
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
《
ジ
ャ

ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
》
よ
り
〈
私
の
お
父
さ
ん
〉

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
〈
カ
ン
タ
ー

ビ
レ
〉（
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
）、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
〈
歌
の
翼
に
〉
（
ソ
プ
ラ
ノ
二
重

唱
）
、
永
六
輔
／
中
村
八
大
〈
上
を
向
い
て

歩
こ
う
〉、
高
野
辰
之
／
岡
野
貞
一
〈
紅
葉
〉、

北
原
白
秋
／
山
田
耕
作
〈
こ
の
道
〉
な
ど
親

し
み
や
す
い
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

〈
紅
葉
〉
は
、
本
来
唱
歌
と
し
て
演
奏
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
は
歌
と
フ
ル
ー
ト
で
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
編
曲
で
演
奏
し

ま
し
た
。
ま
た
、
〈
歌
の
翼
に
〉
で
は
フ
ル

ー
ト
と
歌
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
が
交
わ
さ
れ
、

さ
ら
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
演
奏
す
る
よ
う

工
夫
を
し
ま
し
た
。 

 

久
石
譲
〈
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
〉
を
使
っ
た

体
を
動
か
す
リ
ズ
ム
遊
び
で
は
、
手
や
膝
を

叩
い
た
り
し
て
複
数
の
リ
ズ
ム
を
同
時
に

合
わ
せ
る
の
で
、
少
し
難
し
い
か
な
と
不
安

に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
想
像
以

上
に
楽
し
ん
で
頂
け
て
、
そ
の
盛
り
上
が
り

に
驚
き
ま
し
た
。 

 

〈
上
を
向
い
て
歩
こ
う
〉
や
〈
こ
の
道
〉

で
は
、
歌
詞
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
一
緒
に
歌

っ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
達
の
目
を
見
て
涙

ぐ
み
な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
て
下
さ
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
と
し
て
も
う
一
度
演
奏
し
た
〈
紅

葉
〉
で
は
、
自
然
と
皆
さ
ん
が
声
を
合
わ
せ

て
下
さ
っ
て
、
演
奏
者
側
と
聴
衆
が
一
つ
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

私

た

ち

の
演
奏
す
る

音
楽
に
乗
っ

て
体
を
動
か

し
て
リ
ズ
ム

を
感
じ
て
下

さ
っ
た
り
、

音
楽
を
通
し

て
皆
さ
ん
と

温
か
く
、
素
敵
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
心
に
残
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。 

（
木
村
友
香
・
岡
崎
典
子
・
記
） 
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西
宮
市
立
春
風
幼
稚
園 

 

九
月
四
日(

金)

、
西
宮
市
立
春
風
幼
稚
園

（
西
宮
市
今
津
野
田
町
二
の
六
）
に
て
、
園

児
と
保
護
者
を
対
象
と
す
る
四
十
分
間
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
（
声
楽
・
樋
岡
絵
里
那
、

井
本
綾
華
、
石
津
寛
乃
、
糀
谷
栄
里
子
、
ピ

ア
ノ
・
岡
崎
典
子
、
須
山
由
梨
、
フ
ル
ー
ト
・

木
村
友
香
、
司
会
・
藤
野
直
）。 

 

今
回
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
耳
な
じ
み
の

あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
童
謡
〈
山
の
ワ
ル
ツ
〉
で
幕
開
け
。

挨
拶
を
挟
ん
だ
後
、〈
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
〉

〈
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
歌
〉
〈
お
ば
け
な
ん

て
な
い
さ
〉
〈
し
ゃ
ぼ
ん
玉
〉
の
四
曲
を
童

謡
メ
ド
レ
ー
に
し
て
、
振
り
付
き
で
演
奏
し

ま
し
た
。 

 

次
に
フ
ル
ー
ト
が
登
場
。
音
の
出
し
方
や
、

フ
ラ
ッ
タ
ー
と
い
う
奏
法
を
紹
介
し
た
後
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
《
く
る
み
割
り
人
形
》

よ
り
〈
葦
笛
の
踊
り
〉
を
演
奏
。
こ
の
曲
は
、

携
帯
電
話
の
Ｃ
Ｍ
で
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、

子
ど
も
た
ち
は
大
変
興
味
を
持
っ
て
聴
い

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
ピ
ア
ノ
連

弾
で
ブ
ラ
ー
ム
ス
〈
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
〉
、

二
重
唱
で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
歌
劇
《
椿
姫
》
よ

り
〈
乾
杯
の
歌
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
七
月
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
で
も

反
響
の
大
き
か
っ
た
リ
ズ
ム
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
「
く
ら
げ
」
と
「
わ
か
め
」
の

二
種
の
リ
ズ
ム
で
膝
や
手
を
打
ち
、
途
中
か

ら
久
石
譲
〈
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
〉
の
音
楽
を

加
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ポ
ニ
ョ
が
加

わ
る
と
、
一
層
目
を
輝
か
せ
て
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
童
謡
〈
森
の
く
ま
さ
ん
〉
を
み

ん
な
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
スⅠ

世
〈
ラ

デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
〉
を
ピ
ア
ノ
連
弾
で
演
奏

し
、
聴
衆
の
皆
さ
ん
に
も
手
拍
子
で
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

          

童
謡
や
聴
衆
参
加
コ
ー
ナ
ー
を
組
み
込

む
こ
と
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
の
抵
抗
感
は
多

少
緩
和
で
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
や
は
り
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
ま

だ
ま
だ
改
良
点
が
あ
る
と
感
じ
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

（
藤
野
直
・
記
） 

西
宮
市
立
夙
川
幼
稚
園 

 

九
月
八
日
（
火
）
、
西
宮
市
立
夙
川
幼
稚

園
（
西
宮
市
松
ヶ
丘
町
九
の
二
十
三
）
で
「
秋

の
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
し
ま
し
た
（
声

楽
・
藤
野
直
、
樋
岡
絵
里
那
、
井
本
綾
華
、

糀
谷
栄
里
子
、
フ
ル
ー
ト
・
木
村
友
香
、
ピ

ア
ノ
・
岡
崎
典
子
・
須
山
由
梨
、
総
合
司
会
・

小
幡
文
香
）
。
園
児
対
象
で
あ
る
こ
と
に
留

意
し
て
、
全
体
を
通
し
て
楽
し
ん
で
聴
い
て

も
ら
え
る
よ
う
構
成
を
工
夫
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
童
謡
メ
ド
レ
ー
で
、
〈
山
の
ワ
ル

ツ
〉〈
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
〉〈
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
の
歌
〉
〈
お
化
け
な
ん
て
な
い
さ
〉
を

歌
い
ま
し
た
。
独
自
に
考
え
た
お
も
し
ろ
い

振
り
付
け
も
効
を
奏
し
、
子
ど
も
た
ち
を
惹

き
つ
け
ま
し
た
。
〈
し
ゃ
ぼ
ん
玉
〉
を
全
員

で
歌
っ
た
頃
に
は
、
音
楽
を
楽
し
む
和
や
か

な
雰
囲
気
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。 

こ
こ
か
ら
曲
目
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
。
フ
ル

ー
ト
で
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
《
く
る
み
割
り

人
形
》
よ
り
〈
葦
笛
の
踊
り
〉
、
ピ
ア
ノ
四

手
連
弾
で
ブ
ラ
ー
ム
ス
〈
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞

曲
〉
、
ソ
プ
ラ
ノ
二
重
唱
で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の

歌
劇
《
椿
姫
》
よ
り
〈
乾
杯
の
歌
〉
を
演
奏

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
飽
き
な
い
か
不

安
で
し
た
が
、
集
中
し
て
聞
い
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。 

続
く
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」
コ
ー
ナ
ー
で

は
〈
大
き
な
栗
の
木
の
下
で
〉
の
手
遊
び
を

テ
ン
ポ
に
緩
急
を
つ
け
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

最
後
に
童
謡
〈
森
の
く
ま
さ
ん
〉
を
全
員

で
歌
っ
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

     

 
 

       

子
ど
も
た
ち
も
保
護
者
の
方
も
終
始
楽

し
そ
う
に
聴
い
て
下
さ
っ
た
の
で
、
親
子
の

た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
や
り
が
い
や
需
要

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
卒
業
後
も
こ
の
よ
う
な
演

奏
会
を
企
画
し
て
み
た
い
で
す
。 

 

こ
の
実
習
は
夏
休
み
最
後
の
日
程
で
あ

っ
た
た
め
、
司
会
や
立
ち
居
振
舞
な
ど
の
精

度
が
上
が
っ
て
お
り
、
余
裕
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
な
ら
で

は
の
予
期
せ
ぬ
事
態
に
対
応
で
き
る
力
も

つ
い
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
経
験

に
よ
る
蓄
積
を
実
感
で
き
、
有
意
義
な
実
習

と
な
り
ま
し
た
。 

 

（
石
津
寛
乃
・
記
）
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履
修
生
紹
介 
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
海
外
通
信 

   

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
か
ら 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長 

津
上
智
実  

二
〇
一
〇
年
一
月
中
旬
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
行
な
わ
れ
た
三
つ
の
会
議
に
、
三
大
学
連

携
事
業
の
一
環
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

「
音
楽
院
と
音
楽
大
学
に
お
け
る
教
育
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
協
会
」
第
四
回
年
次
会
を
含
む

三
つ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
三
大
学
連
携
事

業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
報
告
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
滞
米
中
に
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
三
つ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
の
現
場
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・
バ
レ

エ
の
「
ス
タ
ジ
オ
・
ト
ー
ク
」
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
開
演
前
の
ロ
ビ
ー
で
、
当
日
の
公
演

チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
の
中
で
希
望
し
て
参
加

費
（
十
ド
ル
）
を
払
っ
た
人
々
を
対
象
に
行

な
わ
れ
る
四
十
五
分
間
（
十
八
時
四
十
五
分

〜
十
九
時
半
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
プ
リ

ン
シ
パ
ル
と
ソ
リ
ス
ト
の
二
人
の
踊
り
手

と
バ
レ
エ
・
マ
ス
タ
ー
が
登
場
し
、
こ
の
三

人
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
司
会
役
で
加
わ
り
、
バ
レ
エ
の
魅

力
は
何
か
と
い
う
話
を
引
き
出
し
て
い
き

ま
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
も
盛
ん
に
質
問
や
意

見
が
出
て
、
参
加
者
た
ち
の
意
識
の
高
さ
が

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
踊
り
手
た
ち
が
自

ら
に
つ
い
て
語
る
貴
重
な
場
と
し
て
、
コ
ア

な
フ
ァ
ン
に
向
け
た
特
別
企
画
と
見
え
ま

し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
四
回
、
木
曜
日
の
夕

方
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。 

次
に
、
同
じ

く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
シ
テ
ィ
・

バ
レ
エ
の
「
子

ど
も
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
に
つ

い
て
。
こ
れ
は

週
末
の
マ
チ
ネ

ー
公
演
の
前
に

行
な
わ
れ
る
四
十
五
分
間
（
十
二
時
四
十
五

分
〜
十
三
時
半
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
五
歳

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
対
象
で
す
（
参
加
費

十
ド
ル
）
。
こ
の
日
（
一
月
十
六
日
）
の
演

目
は<

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト>

。
そ
こ
で

ま
ず
ロ
ミ
オ
役
の
踊
り
手
が
登
場
し
て
、
バ

レ
エ
を
始
め
た
経
緯
な
ど
を
語
り
、
子
ど
も

た
ち
の
質
問
に
答
え
ま
す
。
続
い
て
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

登
場
し
て
、
キ
ャ
プ
レ
ッ
ト
家
と
モ
ン
タ
ギ

ュ
ー
家
の
決
闘
の
場
面
の
音
楽
に
合
わ
せ

た
簡
単
な
振
付
け
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

ま
す
。
バ
レ
エ
学
校
の
若
い
生
徒
二
人
が
、

二
手
に
分
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
一
方
は

赤
、
他
方
は
紫
の
マ
ン
ト
を
着
せ
て
、
や
さ

し
く
リ
ー
ド
し
な
が
ら
繰
り
返
し
踊
り
ま

し
た
。
質
問
コ
ー
ナ
ー
の
後
、
マ
ン
ト
を
お

土
産
に
も
ら
っ
て
皆
う
れ
し
そ
う
に
ホ
ー

ル
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
二
色
の
マ
ン

ト
に
二
色
の
マ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
に
程
よ
い
距
離
で
並
べ
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で

し
た
。
こ
ち
ら
は
シ
ー
ズ
ン
中
五
回
の
開
催

で
、
早
々
と
切
符
が
売
切
れ
る
人
気
の
企
画

で
す
。
い
ず
れ
の
企
画
も
、
バ
レ
エ
団
メ
ン

バ
ー
と
の
相
互
交
流
に
よ
っ
て
、
公
演
そ
の

も
の
の
体
験
を
よ
り
深
い
も
の
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
の
グ
ル

ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
の
活
動
例
に
つ
い
て
。
こ
れ
は

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
の
八
種
あ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
奨
学
金
の
一
つ
で
、
市
内
の
病
院

や
福
祉
施
設
で
年
間
十
二
回
以
上
演
奏
す

る
と
二
千
ド
ル
の
奨
学
金
が
与
え
ら
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
日
（
一
月
十
六
日
）
は
ピ

ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
学
部
二
年
生
二
人
が
ス

ロ
ー
ン
＝
ケ
ッ
タ
リ
ン
グ
記
念
ガ
ン
・
セ
ン

タ
ー
の
娯
楽
室
で
四
十
五
分
間
（
十
五
時
〜

十
五
時
四
十
五
分
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
最
初
に
自
己
紹
介
と
曲
目
に
つ
い
て

の
和
や
か
な
ト
ー
ク
が
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で

は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ
一
曲
目
（
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー
バ
ー
〈
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
〉

よ
り
第
一
楽
章
）
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
深

刻
で
暗
く
厳
し
い
響
き
の
連
続
で
、
見
る
間

に
一
人
去
り
、
二
人
去
り
、
四
人
去
り
で
、

聴
衆
（
患
者
と
そ
の
家
族
）
が
三
分
の
二
に

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
上
手
で

も
、
聞
き
た
く
な
い
音
楽
で
あ
れ
ば
聴
衆
は

出
て
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
至
極
当
然
の

展
開
で
す
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
で
も
現
場
で
は

こ
ん
な
問
題
が
起
っ
て
い
る
と
い
う
実
態

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
改
め
て
事
前
教
育

の
大
切
さ
を
思
い
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
し
た
。 

   

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
講
義
）
」
を

履
修
し
た
三
回
生
（
九
期
生
二
十
名
） 

              

ピ
ア
ノ 

 

遠
藤
麻
子
、
藤
波
真
理
子
、
濱
野
恵
理
香 

小
林
聡
子
、
森
澤
彩
乃
、
中
谷
佳
奈
子 

恒
岡
朋
代
、
砂
川
奈
穂
、
丹
波
友
里 

矢
嶋
杏
里
沙
、
山
下
恵
理
奈 

 

声
楽 

 

綾
野
聖
子
、
楠
瀬
由
記
、
松
井
る
み 

谷
真
貴
子
、
若
原
有
沙 

 

フ
ル
ー
ト 

 

古
山
友
貴
、
石
原
奈
緒
美
、
宮
永
佳
代
子 

曽
田
友
子 
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四
年
生
（
八
期
生
八
名
）
か
ら
の メ

ッ
セ
ー
ジ 

 

藤
野
直
（
声
楽
） 

自
分
た
ち
が
聴
衆
に
何

を
伝
え
た
い
の
か
を
明

確
に
し
、
そ
れ
を
軸
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
。
そ
し
て
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
誠

意
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
見
直
し
、
改
良
を

重
ね
る
。
こ
の
一
見
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

実
は
何
よ
り
困
難
で
、
し
か
し
何
よ
り
重
要

で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

樋
岡
絵
里
那
（
声
楽
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
は

責
任
感
と
自
覚
を
し
っ

か
り
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
を
学
び
ま
し

た
。
皆
で
案
を
出
し
合
い
な
が
ら
何
度
も
何

度
も
話
し
合
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
念

入
り
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
り
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
一
つ
の
公
演
に
た
く

さ
ん
時
間
を
掛
け
る
の
で
大
変
で
す
が
、
終

わ
っ
た
後
の
充
実
感
は
と
て
も
大
き
な
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に

励
む
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。 

井
本
綾
華
（
声
楽
） 

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
」
を
履
修
し
て
、

学
内
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

や
地
域
に
実
習
と
し
て

演
奏
活
動
を
し
に
行
き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
皆
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
、
意
見

を
出
し
合
い
、
一
つ
の
も
の
に
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
履
修

生
の
皆
や
周
囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
手
助

け
し
て
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

   

石
津
寛
乃
（
声
楽
） 

実
習
を
重
ね
る
中
で
、

音
楽
や
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
機
会
や
ヒ
ン
ト

を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

音
楽
の
持
つ
力
や
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る

音
楽
、
ま
た
、
自
分
が
音
楽
を
ど
う
捉
え
、

音
楽
を
通
し
て
何
が
し
た
い
の
か
、
そ
し
て
、

自
分
は
何
が
で
き
て
何
が
足
り
な
い
の

か
・
・
・
。
た
く
さ
ん
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
一
年
で
し
た
。
卒
業
を
控
え
、
こ
の
学
び

の
場
を
頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。 

 

木
村
友
香
（
フ
ル
ー
ト
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
履
修

し
て
、
た
く
さ
ん
の
気
付

き
や
経
験
、
素
晴
ら
し
い

瞬
間
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
で
は
、
演
奏
側
か
ら
だ
け
で
な
く
、
聴

く
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
事
、
実
習
で
は
、

こ
ち
ら
側
か
ら
心
を
ど
ん
ど
ん
開
き
、
親
し

み
を
持
っ
て
接
す
る
事
の
大
切
さ
を
感
じ

学
び
ま
し
た
。
音
楽
を
通
し
て
人
と
関
わ
り

合
い
、
そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
一
時

を
作
り
、
共
有
で
き
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
履

修
で
き
、
本
当
に
幸
せ
な
、
思
い
出
深
い
一

年
半
と
な
り
ま
し
た
。 

 

小
幡
文
香
（
ピ
ア
ノ
） 

念
願
だ
っ
た
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
実
習
！
本
当
に
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
常
に
お
客
さ
ん
側
に
立
っ
て
考
え
る
の

は
本
当
に
難
し
く
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ

の
分
返
っ
て
く
る
も
の
は
本
当
に
大
き
か

っ
た
で
す
。
音
楽
が
人
の
心
を
動
か
す
の
を

目
の
前
で
実
感
し
、
た
く
さ
ん
感
動
！
温
か

い
気
持
ち
！
に
な
れ
ま
し
た
。
履
修
し
て
損

な
ん
て
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
履
修
し
た
人
に

し
か
味
わ
え
な
い
貴
重
な
経
験
を
た
く
さ

ん
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
！ 

岡
崎
典
子
（
ピ
ア
ノ
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
授
業

を
履
修
し
て
、
様
々
な
方

向
か
ら
音
楽
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
音
楽
に
対

す
る
思
い
や
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で

す
が
、
音
楽
を
通
し
て
何
を
伝
え
た
い
の
か

を
履
修
生
み
ん
な
で
何
回
も
話
し
合
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
協

力
し
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

  

 

須
山
由
梨
（
ピ
ア
ノ
） 

私
に
と
っ
て
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
実
習
は
、
こ
れ
か
ら

演
奏
家
と
し
て
ど
の
よ

う
に
社
会
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
か
、
音
楽

で
何
を
伝
え
て
い
き
た
い
か
を
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
正
直
辛
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
実
習
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
方
々
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
経
験
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 

♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 
 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 
〒662-8505 西宮市岡田山 4-1  TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 
 

編集後記  
 

8 期生の皆さんと充実した活動ができました♪ありがとうございました！ 寺澤 

今年度もたくさんの人に支えられて、実り多い 1年でした。ありがとうございました！ 三上 

10 月から月木に勤務しています。まだまだ慣れませんが、皆様に助けて頂き感謝でいっぱいです♪ 井上 

昨秋より３大学連携事業が加わって、さらにダイナミックに展開しそうです。ご期待ください。 津上 

 

2009年度実習歴 
7 月 4 日 （土） 子どものための七夕コンサート ～キラキラ光る音の世界へ～ 

8 月 27 日（木） 神戸市立医療センター中央市民病院アウトリーチ 

8 月 29 日（土） 社団法人 佳生会 野木病院アウトリーチ 

9 月 4 日 （金） 西宮市立春風幼稚園アウトリーチ 

9 月 8 日 （火） 西宮市立夙川幼稚園アウトリーチ 

10 月 17 日（土） 子どものためのオルガン・コンサート 

          ～パイプでド・レ・ミ！～ 

12 月 12 日（土） 子どものためのクリスマス・コンサート 

          ～音楽にのって世界をめぐろう！～ 

3 月 4 日 （木） 国立病院機構 刀根山病院アウトリーチ 

3 月 16 日（火） 学校法人雲雀丘学園小学校アウトリーチ 

次号のお知らせ 
（アウトリーチ通信 16 号 2010 年 9月発行予定） 

 
♪国立病院機構 刀根山病院アウトリーチ 

♪学校法人雲雀丘学園小学校アウトリーチ 

♪子どものための七夕コンサート 

♪卒業生の活動           その他 
 

お楽しみに！ 

子どものための 
クリスマス・コンサート 

出演者オーディション開催決定 
 

「音楽によるアウトリーチ」既修生を 

中心とするグループでの企画を募集します。 
 

詳細は後日 HP にて発表！ 


